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 生体内での植物ホルモン機能を調べるための有力な方法のひとつとして、植物ホルモン生

合成や情報伝達を制御してその影響を調べる方法が挙げられる。そのために変異体を用い

る方法と制御化合物を用いる方法がある。両者は相補的であり、どちらにも長所と短所があ

る。これまで演者らのグループは植物ホルモン機能を制御することにより植物生理現

象に影響を与える生理活性化合物を創製してきた。今回、創製した植物ホルモン機能

の制御化合物の創製過程について述べ、続いて自分達で開発した化合物をどのように

植物研究に役立てようとしたか、その利用の実際を中心に述べる。 
 話題の対象とする化合物は以下の通りである。 
１） 植物ホルモン生合成阻害剤：植物ホルモンの生合成を阻害し、植物ホルモンの

機能を阻害する化合物。ブラシノステロイドとアブシジン酸、ストリゴラクトン、

そしてジャスモン酸の生合成阻害剤について話題を提供する。 
２） 植物ホルモン異化反応阻害剤：植物ホルモンの不活性化反応を阻害する化合物。

アブシジン酸について話題を提供する。 
３） 植物ホルモン受容体阻害剤：植物ホルモンの受容体を阻害する化合物。ジベレ

リンとブラシノステロイドについて話題を提供する。 
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